
6　■　拡大シールド工法

　シールドトンネルの任意の地点に設けた発進基地から拡大シー

ルドを発進させ、縦断方向に掘進することによって拡大断面を

トンネル内部から建設します。

1. 空間の利用目的に応じて、任意の延長を拡大できます。 
2. 拡大後の形状も円形となり、構造的安定性は変化しません。 
3. 上下左右どちらにでも、偏心した拡大が可能です。 
4. 深い場合ほど経済的・工期的効果を発揮します。 
5. 全てトンネル内施工であり、交通など環境を阻害しません。 

　拡大区間の延長に応じて3タイプの施工法を選択できます。

�［タイプ1］円周シールドシステム＋拡大シールドシステム

�［タイプ2］円周シールドシステム＋拡大推進システム

�［タイプ3］円周シールドシステム

　断面拡大以外への応用として、老朽化した管渠などの非開削

更新にも適用可能です。

1. 円周シールド施工（拡大シールド発進基地築造） 

2. 拡大シールド組立 

3. 拡大シールド施工 
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効率的なトンネル空間の拡大 


